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アスベストの会総会

国とクボタの責任を認めさせ、真の救済を

　協会尼崎支部も参加する「アスベスト被害か

らいのちと健康を守る尼崎の会」（会長・船越

正信尼崎医療生協理事長）は１月 26 日、尼崎

労働福祉会館で第８回総会を開き、１００人が

参加した。会長に船越先生、代表委員に八木秀

満協会尼崎支部長が再任され、森岡芳雄協会環

境・公害対策部長のメッセージが紹介された。

　同会が支援する尼崎アスベスト訴訟で、昨年

８月に神戸地裁は、クボタが工場周辺にアスベ

ストをまき散らし、周辺住民の健康被害を生み

出したことを認める判決を下した。

　参加者は、生命を大切にするという当たり前のことが共感を広げ、アスベストによる公害

をわが国で初めて認定した判決を得たことに対して、運動の前進を確かめた。

　一方で、判決はアスベストの飛散範囲を極端に狭く認定して１遺族への賠償を認めず、ま

た危険性を知りながらアスベスト使用を放置した国の責任を不問に付しており、原告・被告

双方が控訴し、闘いは大阪高裁へと移っている。

　あいさつに立った船越会長は、「アスベストによるすべての被害者を救済しよう。阪神・淡

路大震災のがれきからもアスベスト被害が起こっており、東日本大震災でも被害が予想され

る中、大阪高裁での控訴審で国とクボタの責任を認めさせることがアスベスト被害者の真の

救済となる」と引き続いての支援を訴えた。そして、大阪高裁あての「公平・公正な判決を

求める署名」を 10 万筆集め、運動をさらに広げようと呼びかけた。

支援を訴える船越会長

アスベストの会　今後の裁判予定
〈労災型〉

　　第１８回弁論　　５月８日（水）　 14:00 ～神戸地方裁判所

　　第１９回弁論　　７月１７日（水）　 14:00 ～神戸地方裁判所

 〈環境型〉

　　大阪高裁・控訴審　第１回弁論　　３月１５日（金）　15:00 ～大阪高等裁判所

引き続き署名等のご協力よろしくお願いいたします。

兵庫県保険医協会　　　
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第 469回幹事会だより

1 月 18 日（金） 於 ＪＲ立花「味良久」　参加：６人

○ 尼崎支部の会員数と組織率
　1/17 現在　医科 384 人、歯科 139 人

○ 医療をめぐる情勢と運動対策
　ＴＰＰ、原発問題などについて意見交換した。

○ 当面の支部活動
　３月５日金楽寺住宅健康教室、３月２１日医療と福祉を考える会など

○ 次回の幹事会
　次回は２月２２日阪神尼崎「あ・うん」で開催。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1805 長澤まで　

第 87 回医療と福祉を考える会 ( ３／２１）

【 お申し込み 】　　ＦＡＸ ： ０７８- ３９３- １８０２

日　時　　3 月 21 日 ( 木 )　１８時３０分～２０時３０分
会　場　　尼崎市中小企業センター　研修室５０１（昭和通 2-6-68）
　　　　　　  ※阪神電車「尼崎」駅より徒歩約 5分。（北東へ 350 メートル）

テーマ    医療機関で知っておきたい医療 ・福祉 ・介護の役立つ制度

講　師　　阿江　善春 先生　神戸女子大学講師

参加費　　無料　

兵庫県保険医協会尼崎支部　第 87回医療と福祉を考える会

※お問い合わせは協会事務局　長澤 ・荒川 ・石本 ・有本　　ＴＥＬ０７８- ３９３- １８０５　まで

　「医療と福祉を考える会」は医療、看護、介護に関わる方々に職種を超えてお集まりいた
だき、ざっくばらんに話し合い、学習する場として開催しています。
　医療機関にはさまざまな生活環境の患者さんが受診されますが、長引く不況や不安定雇用
の増加などで支払いが困難なために、受診回数を減らしたり、在宅で必要な介護サービスが
受けられない方も少なくありません。そのような方に、申請すれば保険料や一部負担金、介
護サービス利用料が軽減されるなどの制度について的確にアドバイスが出来ることは、患者
さんの生命と健康を守るために重要であることはもちろん、医療機関に対する信頼にもつな
がります。
　今回は、医療ソーシャルワーカーの経験を生かし、兵庫県社会保障推進協議会で各自治体
の制度改善の取り組みもされ、現在は神戸女子大学や看護学校などで教鞭をとっておられる
阿江先生に、知っておきたい役立つ制度のポイントについてお話しいただきます。皆様ぜひ
ご参加ください。　　　　　　　　　　　　　　　　（担当・わたや整形外科　綿谷　茂樹）

医療機関で知っておきたい

医療 ・福祉 ・介護の役立つ制度

医療機関・事業所名 (   　　　　　　　      　　　　　　          )

代表者名（　　　　　　　　　）ＴＥＬ（　　　　　　　　　　　　　　）

参加者ご氏名 職種

「保険でよりよい歯科医療を求める陳情書」 を市に提出

　「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会は、2 月 7 日に尼崎市議会に「保険でよりよい歯科医

療の実現の意見書採択を求める陳情書」を提出した。

　陳情書は、①患者の窓口負担軽減、②良質な歯科医療ができるように診療報酬改善、③安全で普

及している歯科技術の保険適用範囲の拡大、の三点の実現のために「保険でよりよい歯科医療の実

現を求める意見書」を国に提出するよう要求している。同趣旨の意見書は、すでに県下 41 市町の

過半数を超える 23 議会で採択されている。

　歯科や口腔の機能が、全身の健康・介護・療養上の改善に大きな役割を果たすことが明らかになっ

ている中、尼崎市でも陳情書の採択が求められる。

　支部が幹事団体として加盟する尼崎民主市政の会が発足させた「中学校卒業までの医療費無料化・

完全給食を求める会」は、「中学校卒業まで医療費の無料化と中学校給食の完全実施を求める陳情」

署名運動に取り組み、これまでに 25,000 筆の署名を集め市議会へ提出した。昨年 12 月議会では

継続審議となり、今議会にも提出している。同会では引き続き運動を継

続していく予定。

※支部会員の医療機関からも 750 筆の署名のご協力をいただきました。

　誠にありがとうございました。引き続きのご支援を何卒よろしくお願

　いいたします。

中学校卒業までの医療費の無料化と中学校給食の完全実

施を求める陳情署名へのご協力ありがとうございました
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